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2 事業目的

本村におけるサンゴ及びサンゴ礁の状態を、適切な手法『リーフチェック』を用いてデータとして蓄

積し、継続的に把握していくことを目的とする。

本村では、「サンゴのむらづくりに向けた行動計画(2020改訂版)」の中で「環境保全に関わる各種団

体等への支援」として「海域におけるモニタリング調査等への支援」が明記されている。あわせて「各

主体の取り組み」の項目では、一般社団法人恩納村マリンレジャー協会（以下：当協会）の取り組みと

して「リーフチェックの定期実施」が盛り込まれている。

過去、恩納村では2020年、2021年、2023年に養成講座を開催して当協会に所属する事業所・インスト

ラクターを中心に、延べ23名のチームリーダー、チーム科学者が誕生した。今後は、村内において自ら

の手でサンゴ礁のモニタリング調査を実施継続し、調査結果の積み上げと公開、環境保全に努めていき

たい。（2026年養成講座開催予定）

2021年講座認定式2020年講座認定式 2023年講座認定式
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3 リーフチェックとは

リーフチェック中の様子

「サンゴ礁が健全な状態であるのか」を知る⽅法が『リーフチェック』です。
リーフチェックは、世界統⼀のルール・⼿法で⾏われるサンゴ礁の調査で、現在は102の国と地域で14,000

回以上実施されています。

この取り組みはサンゴ礁保全のため、統一された方法でデータの蓄積を行っていくことと、ダイバーが調査
に参加することが目的です。シンプルな手法と役割分担がされており、参加によるサンゴ礁保全に向けた意
識醸成や普及啓発も大きな目的となっています。

このリーフチェックを行うためには、現場を統括する「チームリーダー」と、調査の精度を担保するために海洋
科学者から認定を受けた「チーム科学者」が必要となっています。

Reef Check World Wide
https://www.reefcheck.org/

https://www.reefcheck.org/


4

恩納村サンゴ礁モニタリング調査実施業務 報告書

実 施 日 2025/7/10（木）

調 査 地 真栄田岬

T L / T S 稲村雅司/池野正⼀

天 候 曇り

気 温 31℃

水 温 27.8℃

透 明 度 15～20m

海 況 南東の風 波1ｍ

潮 汐
中潮3日目｜満潮5：43（197cm）｜
干潮12：40（26㎝）

実施主体 （⼀社）恩納村マリンレジャー協会

所属 氏名 水深3mライン 水深10mライン

ナギ 稲村 雅司 ライン設置 ライン設置

ナチュラルブルー 星原 貴保 ライン設置 ライン設置

ナチュラルブルー 義村 功貴 底質 底質

マリンクラブベリー 中満 迅 魚類 魚類

マリンクラブベリー 比嘉 愛 魚類 魚類

ラグーン アレックス 無脊椎 無脊椎

ラグーン 大嶋 紗織 無脊椎 無脊椎

⼀般参加 秋元 智道 無脊椎 無脊椎

⼀般参加 積田 彗加 無脊椎 無脊椎

⼀般参加 佐藤 佳代 底質 底質

ラグーン 池野 正⼀ 無脊椎/撮影 無脊椎/撮影

参加メンバー・調査担当基礎データ

水深3m、10mラインをトレースした動画はこちらから視聴可能です
（撮影日2023年）

4 サンゴ礁モニタリング結果（真栄田岬）

使用船舶/船長

シーウェット/山城正巳（真栄田漁港）

3ｍライン⇒https://youtu.be/7b0RnOSFe54 10ｍライン⇒https://youtu.be/5BxLRypM0vI
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真栄田岬リーフチェックレポート【底質】

サンゴ礁モニタリング結果
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真栄田岬リーフチェックレポート【無脊椎動物】

サンゴ礁モニタリング結果
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真栄田岬リーフチェックレポート【魚類】

サンゴ礁モニタリング結果
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実 施 日 2025/11/24（月）

調 査 地 万座ドリームホール

T L / T S 池野正⼀/比嘉愛

天 候 晴れ

気 温 25℃

水 温 24.6℃

透 明 度 20m

海 況 北東の風 波1.5ｍ

潮 汐
中潮｜満潮9：23（168cm）｜干潮
14：38（102㎝）

実施主体 （⼀社）恩納村マリンレジャー協会

所属 氏名 水深3mライン 水深10mライン

ラグーン 山本 浩章 魚類/無脊椎 ライン設置/魚類

ラグーン 吉馴 ⼀真 無脊椎 ライン設置

マリンクラブベリー 比嘉 愛 無脊椎 無脊椎

ラグーン 大嶋 紗織 底質 底質

マリンクラブベリー 崎枝 孝⾏ 無脊椎 無脊椎

ラグーン 志水 芳美 底質 底質

ラグーン 池野 正⼀
ライン設置/マー
カー修理/撮影

マーカー修理/撮
影

参加メンバー・調査担当基礎データ

水深3m、10mラインをトレースした動画はこちらから視聴可能です
（撮影日2025年）

3ｍライン⇒https://youtu.be/9SrTmCjI1Nk

4 サンゴ礁モニタリング結果（ドリームホール）

10ｍライン⇒https://youtu.be/cCTXfcfatbI

使用船舶/船長

美千/銘苅和成（恩納漁港）
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ドリームホールリーフチェックレポート【底質】※直近3年分データ

サンゴ礁モニタリング結果
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ドリームホールリーフチェックレポート【無脊椎動物】 ※直近3年分データ

サンゴ礁モニタリング結果
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ドリームホールリーフチェックレポート【魚類】 ※直近3年分データ

サンゴ礁モニタリング結果
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5 調査中の様子・その他（真栄田岬）

2025/7/10 真栄田漁港

調査メンバー

調査対象魚類を記録中

青の洞窟で人気のダイビングス

ポット「真栄田岬」

調査対象無脊椎生物を記録中

2.5mの棒を利用

⼀般利用者向けにリーフチェック

調査中であることを看板設置
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5 調査中の様子・その他（ドリームホール）

写真では生きているサンゴに見えるが死滅して藻が

生えているサンゴが多い ノコギリダイの群れ

水深10mの終点あたりに毎年確認している

ニセゴイシウツボ

2025/11/24 恩納漁港

調査メンバー

調査中の様子
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Å 1998年、2007年、2016年、2024年に世界規模
のサンゴの大規模白化現象が各地で起きた。日
本でも琉球列島各地のみならず三宅島や高知県
など北に位置する場所でもサンゴの白化が確認
された。沖縄島周辺も北部から南部まで被害が

Å生じた

Å真栄田岬の2025年6月の調査結果ではサンゴの被
度が3mライン35.0%から15.0％まで半分以下に
減少し、10mラインは 46.9%から33.8%と3割ほ
ど減少した。

Å万座ドリームホールでは3mラインの被度が
2024年11月には60.6%から26.3%と半分以下に下
がり、今回はさらに13.1％にまで減少した。
10mラインでも 2024年11月に43.8%から37.5%
と減少し、今回はさらに21.9％にまで減少した。

リーフチェックの結果については、「リーフ

チェックチームリーダー・チーム科学者養成講

座」の講師を努めて頂いた安部真理子氏（公益

財団法人日本自然保護協会・リーフチェック

コーディネーター）に、以前の結果や周辺海域

との比較をふまえての分析コメントを頂いた。

Å 2025年は沖縄島西海岸では2024年ほどではな
かったものの高水温が続いており、ダメージ
が蓄積し、サンゴに影響が出たものと考えら
れる。

Å真栄田岬の3mラインではシャコガイの数が
1,000個体から536個体に減少し、ナガウニの
数が増えている。シャコガイがいた場所をナ
ガウニが使うようになったと考えられる。

Åまた今回から調査範囲を正確に測れるツール
を導入したので、シャコガイの数が正確に測
れるようになった。前年度までは範囲外の個
体も若干カウントしていた可能性がある。

Å真栄田岬のチョウチョウウオの増加は調査員
のコメントからもうかがえるよう餌付けの影
響が大きいと考えられる。

Åドリームホールではチョウチョウウオやブダ
イの数が減少した。

Åここ数年の調査結果よりチョウチョウウオや
シャコガイとサンゴ礁の健康度の関連性が明
らかになった

6 結果の分析-専門家コメント
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Å万座ドリームホールでは引き続きチャツボボヤ
が多く確認された。特定の生物が数年にわたり
多く確認されることは珍しい。今後も継続観察
を⾏う必要がある。

Åサンゴを食べるシロレイシガイダマシが増えて
いる。サンゴが弱ると食害生物（オニヒトデ、
シロレイシガイダマシなど）が増えるので、可
能な限り駆除する必要がある。

Å両ポイントとも、深場にはまだサンゴが残って
いるので今後の回復を期待する

Å２つのポイントがどのように変遷していくか、
いずれも長期的なモニタリングが重要である。

2026年3月 安部真理子

6 結果の分析-専門家コメント
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池野 正⼀
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